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「声の議会だより」目の不自由な方にも議会の活動を知っていただくため声の議会だよりを貸し出しています。
目の不自由な方にお知らせください。ご利用は議会事務局（559-5162）まで

「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」
の

策
定
方
法
と
今
後
の
進
め
方
に

つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」の

策
定
に
つ
い
て
は
、
特
定
の
部

署
が
と
り
ま
と
め
た
の
で
は
な

く
、
市
長
を
本
部
長
に
関
係
部

長
で
構
成
す
る「
都
市
経
営
推

進
本
部
」で
議
論
し
、
各
部
、
各

課
内
で
検
討
を
積
み
重
ね
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
計
画
実
行
の
段
階
で

プ
ラ
ン
実
施
の
詳
細
を
決
定
す

る
際
に
は
、
各
担
当
課
に
お
い

て
市
民
の
意
見
に
十
分
配
慮

し
、
説
明
責
任
を
果
た
し
、
理
解

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
進
め
て

い
き
た
い
。◇

　
◇
　
◇

「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」
を

数
字
合
わ
せ
の
行
革
に
し
な
い

た
め
に
は
、「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」

実
施
を
バ
リ
ュ
ー
フ
ォ
ー
マ
ネ

ー
、
つ
ま
り
行
革
を
質（
市
民
満

足
度
）
と
効
率
の
両
面
か
ら
評

価
し
な
が
ら
行
う
べ
き
で
あ
る
。

当
局
の
見
解
は
。

今
日
ま
で
都
市
経
営
シ

ス
テ
ム
推
進
実
施
計
画
に
沿
っ

て
、
成
果
と
市
民
満
足
度
を
視

点
と
し
た
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
目
指
し
て
き
た
。
具
体
的

に
は
、平
成
17
年
度
は
試
行
と
し

て
抽
出
し
た
37
の
事
務
事
業
に
つ

い
て
、
妥
当
性
、
効
率
性
、
有
効

性
の
観
点
か
ら
の
事
後
評
価
を

実
施
し
た
。

新
た
な
施
策
、
事
務
事
業
、

既
存
の
事
務
事
業
の
拡
大
、
見

直
し
な
ど
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

予
算
と
さ
き
に
実
施
し
た
行
政

評
価
と
の
整
合
を
図
る
と
と
も

に
、
行
政
計
画
の
中
に
活
動
指

標
、
成
果
指
標
を
新
た
に
組
み

込
ん
だ
。

税
金
の
払
い
が
い
が
あ
る
よ

う「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」用
の
バ

リ
ュ
ー
・
フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
、い
わ

ゆ
る
最
少
の
コ
ス
ト
で
最
大
の

価
値
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
を
追
求
し
よ
う
と
す
る

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

べ
き
と
の
ご
提
案
に
つ
い
て
は
、

今
後
も「
行
革
断
行
プ
ラ
ン
」に

掲
げ
た
各
種
事
務
事
業
の
見
直

し
や
補
助
金
、
給
付
金
の
見
直

し
な
ど
の
検
討
の
中
で
、
行
政

評
価
の
考
え
方
、
指
標
な
ど
を

取
り
入
れ
る
。
平
成
18
年
度
以

降
は
対
象
と
す
る
事
務
事
業
の

拡
大
、
施
策
、
政
策
単
位
で
の
実

施
な
ど
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

本
格
的
な
構
築
を
目
指
す
。

市
債
残
高
を
確
実
に
減

ら
す
目
標
に「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
」
を
黒
字
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
市
債
発
行
と

市
債
残
高
に
関
す
る
考
え
方
、

ま
た
基
金
残
高
と
今
後
の
取
崩

し
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
債
発
行
額
は
、
各
都

市
の
施
設
整
備
状
況
や
規
模
、

税
収
あ
る
い
は
年
度
ご
と
の
投

資
的
事
業
量
に
大
き
く
影
響
を

受
け
る
も
の
で
あ
る
。

市
債
残
高
が
問
題
に
な
る
の

は
、
そ
の
償
還
費
で
あ
る
公
債

費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
義
務
的

な
経
費
の
負
担
額
が
増
え
、
財

政
運
営
の
自
由
度
が
小
さ
く
な

る
こ
と
で
あ
る
。

ご
質
問
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
の
均
衡
を
図
る
目
標
年
度

の
設
定
や
市
債
残
高
比
率
に
つ

い
て
は
、各
都
市
が
独
自
に
策
定

し
て
い
る
公
債
関
連
指
標
を
参

考
に
し
、効
率
的
で
持
続
可
能
な

財
政
へ
と
転
換
を
図
り
た
い
。

市
債
の
発
行
抑
制
額
と
基
金

取
崩
し
に
つ
い
て
は
、
経
常
収
支

比
率
の
引
下
げ
と
公
債
費
比
率

抑
制
を
図
る
た
め
、
平
成
17
年

度
決
算
見
込
み
と
平
成
18
年
度

予
算
に
お
い
て
、
交
付
税
措
置

の
な
い
8
億
5,
4
9
0
万
円
の

新
規
借
入
額
を
抑
制
し
た
。
こ

の
抑
制
額
に
対
し
て
は
、
6
億

8
9
0
万
円
を
公
共
施
設
等
整

備
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
で
対
応

す
る
。

ま
た
、
基
金
残
高
と
今
後
の

取
崩
し
計
画
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
財
政
調
整
基
金
に
つ
い
て
標

準
財
政
規
模
の
10
％
を
非
常
時

資
金
と
し
て
残
す
と
い
う
考
え

方
は
、
地
方
財
政
法
上
の
根
拠

は
な
い
。

本
市
財
政
の
厳
し
い
状
況
を

認
識
し
、
財
政
指
標
の
分
析
を

行
い
、
地
方
債
の
発
行
や
基
金

の
積
立
て
、
取
崩
し
の
時
期
、
世

代
間
の
公
平
と
い
っ
た
点
を
重

視
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
健
全

財
政
の
堅
持
に
努
め
た
い
。

新
庁
舎
に
つ
い
て
今
一

度
、
建
設
時
期
や
建
設
場
所
な

ど
を
再
考
す
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
市
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

新
庁
舎
は
、
安
全
・
安

心
の
ま
ち
づ
く
り
、市
民
の
利
便

性
の
向
上
、
行
政
の
効
率
化
な

ど
の
観
点
か
ら
早
期
に
建
設
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

平
成
14
年
度
に
公
募
の
市
民

も
参
加
し
た「
新
庁
舎
建
設
調

査
会
議
」を
設
置
し
て
、
そ
の
提

言
を
も
と
に
基
本
構
想
案
を
策

定
し
た
。
ま
た
、
平
成
16
年
度

に
は
基
本
構
想
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
現
在
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
業
務
を
行

っ
て
い
る
。

庁
舎
建
設
に
際
し
て
は
、
市

財
政
へ
の
影
響
の
懸
念
が
あ
る

と
思
う
が
、建
設
に
あ
た
っ
て
は
、

徹
底
し
て
経
費

を
削
減
す
る
。

限
ら
れ
た
財
源

を
い
か
に
有
効

に
活
用
し
、
施

策
の
展
開
へ
ど

う
つ
な
げ
て
い

く
の
か
、
十
分

に
検
討
し
な
が

ら
新
庁
舎
の
建

設
を
進
め
た

い
。建

設
場
所
に

つ
い
て
は
、
現

在
の
市
庁
舎
敷

地
で
の
建
て
替

え
を
計
画
し
て

い
る
。
こ
れ
は

①
現
庁
舎
が
シ

ビ
ッ
ク
ゾ
ー
ン

内
に
あ
る
こ

と
、
②
市
の
中

心
地
に
あ
り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
に

す
ぐ
れ
、
利
便
性
の
高
い
立
地

条
件
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

三
田
地
域
振
興
譁
と
コ

ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
と
の

契
約
方
法
に

つ
い
て
、
公
平

性
、
透
明
性

の
観
点
か
ら

何
が
問
題
だ

と
考
え
て
い

る
の
か
。
ま

た
、
市
の
今

後
の
対
応
は
。

三
田

地
域
振
興
譁

は
市
が
52
％

出
資
し
て
い

る
。
あ
く
ま

で
も
民
間
企

業
で
あ
り
、

予
定
価
格
の

3
月
定
例
会
で
は
、
9
名
の
議
員
に
よ
り
、
2
日
間
に
わ
た
っ
て
、

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
な
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

市
政
に
つ
い
て
聞
く
（
一
般
質
問
）

質問者名
厚地　弘行（盟正会） 檜田　　充（民主・市民連合）

坂本　三郎（市民クラブ21） 平野　菅子（公明党）

國永　紀子（日本共産党） 三木　圭恵（新風みらい）

関本　秀一（新風みらい） 野村　弘子（民主・市民連合）

中田　初美（日本共産党）
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行
財
政
改
革

用 語 解 説
■プライマリーバランス
国や地方自治体などの財政状況を示します。国債な
どの借金を除いた歳入と、過去の借金の元利払いを除
く歳出を比較して歳出が多ければ赤字となり、将来の
借金負担が財政規模に比べ増大することになります。
黒字になれば、新たな借金は過去の借金返済に充て
られるため、財政が健全であることを示します。

▲庁舎建設には慎重な検討が望まれる

▲諸問題の再発防止に向けた対応を！！

行
革
断
行
プ
ラ
ン

市
財
政
の
健
全
化

新
庁
舎
建
設

三
田
地
域
振
興
譁
の

諸
問
題

設
定
や
入
札
な
ど
市
に
準
じ
た

方
法
は
採
用
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
ビ
ル
管
理
会
社
や
損
害

保
険
会
社
の
選
定
な
ど
に
あ
た

っ
て
は
、
数
社
か
ら
見
積
り
を

徴
収
す
る
な
ど
に
よ
り
業
者
選

定
を
行
っ
て
い
る
。

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
の
契

約
に
つ
い
て
は
、
同
社
代
表
が
市

内
の
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
を
開
発
し
た
実
績
が
あ
り
、

市
内
の
商
業
環
境
を
熟
知
し
て

い
る
こ
と
や
そ
の
開
発
手
腕
に

よ
っ
て
駅
前
商
業
ビ
ル
が
成
功
す

る
こ
と
を
期
待
し
、
総
括
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
契
約
を
締
結
し
た
。

ま
た
、
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

契
約
以
外
の
業
務
に
関
し
て
も
、

三
田
駅
前
の
再
開
発
事
業
全
体

に
精
通
し
、
ビ
ル
全
体
の
統
一

性
や
工
期
内
の
業
務
遂
行
の
重

要
性
か
ら
、
内
容
、
金
額
等
を
精

査
の
上
こ
の
下
請
会
社
と
契
約

を
締
結
し
た
も
の
で
あ
る
。


